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l
m世
帯
に
老
人
福
祉
電
話
を
設
置
|
，

9
月
定
例
市
議
会
は
、

9
月
ロ
日
に
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
ほ
か

8
議
案
に
つ
い
て
清
河
市
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
野
方
保
育

園
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
承
認
の
議
決
が
行
な
わ
れ
日
日
か
ら
回
目
ま
で
は

休
会
と
な
り
ま
し
た
。

げ
日
に
再
開
さ
れ
た
市
議
会
で
代
表
質
問
や
一
般
質
問
が
あ
り
、
議
案
審
議
は
、

各
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
再
開
の
市
議
会
で
委
員
長
報
告
が

あ
り
、
議
案
採
決
が
行
な
わ
れ
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
の
も
の
を
除
き
、
全

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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一
般
会
計
に
一

を
追
加

審
議
可
決
さ
れ
だ
主
な
議
案

-
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
の
総
額
に

一
億
八
千
五
百

二
+
六
万
六
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
三
十
五
億
三
百

二
十
五
万
六
千
円
と
す
る
も
の
で
、
そ

の
支
出
の
主
な
も
の
は
、
民
生
費
で
、

.

一
人
暮
し
老
人
の
生
活
の
状
況
確
認
と
、

老
人
家
庭
奉
仕
員
の
省
力
化
の
た
め
二

十
世
帯
を
対
象
に
老
人
福
祉
電
話
を
設
，

置
、
こ
れ
に
要
す
る
経
費
百
九
万
円
と
、

叩
月
1
日
か
ら
実
施
す
る
重
度
心
身
障

害
者
医
療
制
度
対
象
者
医
療
費
百
二
十

八
万
三
千
円
、
老
人
ホ

l
ム
精
薄
施
設
、

保
育
所
な
ど
の
措
置
費
改
正
に
伴
う
も

の
三
千
三
百
九
十

一
万
八
千
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

衛
生
費
で
は
、
大
光
寺
地
内
不
燃
物

埋
立
地
の
環
境
整
備
な
ど
に
百
七
十
六

万
円
が
計
上
さ
れ
、
労
働
費
に
つ
い
て

は
、
失
業
対
策
事
業
費
の
賃
金
改
正
に

d

司
国
旗
と
市
旗
を
掲
げ
審
議
の
議
場

伴
う
一
連
の
補
正
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
費
で
は
、
農
林
土
木
関
係
で

農
道
が
諸
般
の
事
情
に
よ
り
国
の
認
承

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
経
費

一
千
百
四
十
八
万
二
千
円
が
減
額
さ
れ
、

新
し
く
林
道
整
備
事
業
費
三
百
七
十
八

万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
者
教
室
を
開
設
す
る
た
め
の
必
要
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
復
旧
費
で
は
、
農
林
水

産
災
害
復
旧
費
と
し
て
百
六
十
九
万
一

千
円
が
計
上
さ
れ
、
諸
支
出
金
に
つ
い

て
は
、
補
償
補
損
金
と
し
て
四
百
四
十

五
万
九
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
財
源
は
~
市
税
、
国
県
支

出
金
お
よ
び
市
償
を
充
当
す
る
こ
と
に

な
'っ
て
い
ま
す
。

-
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
昭
和
制
年
度
魚
津
市
水
道
事
業
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て

決
算
認
定
に
つ
い
て
は
決
算
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

-
同
意
案
件

教
育
委
員
会
委
員
仁
小
沢
達
三
氏
が

人

権

擁

護

委

員

に

諜

恥

す

が

選
任
お
よ
び
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

商
工
費
に
つ
い
て
は
工
場
機
械
セ

ン
タ
ー
等
の
環
境
整
備
事
業
費
五
百
二

十
一
万
円
を
計
上
し
、
土
木
費
で
は
、

市
道
新
設
改
良
費
一
千
五
百
万
円
、
維

持
費
二
百
二
十
五
万
円
、
住
宅
費
に
二

百
万
円
が
追
加
さ
れ
、
住
吉
橋
新
設
は

諸
般
の
事
情
か
ら
昭
和
印
年
度
以
降
に

繰
り
延
べ
ら
れ
、
ご
の
事
業
費
六
百
九

十
万
円
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
費
で
は
、
都
市
改
造
費
に

一
千
八
百
万
円
、
加
積
地
区
の
幹
線
街

路
の
舗
装
費
な
ど
九
百
六
十
三
万
円
、

9
月
げ
日
に
は
、
老
人
ホ

l
ム
入
所

駅
前
地
区
内
の
道
路
舗
装
費
二
千
五
百
の
老
人
を
金
太
郎
温
泉
に
一
泊
措
待
I
h

万
円
、
魚
津
駅
電
鉄
魚
津
駅
線
と
馬
出
関
係
者
一
一
同
で
歓
待
さ
れ
ま
し
た
。

9

町
友
道
線
街
路
事
業
費
の
認
承
増
額
分
月
初
日
に
は
、
日
ご
ろ
さ
み
し
い
一
人

二
千
百
万
円
が
追
加
計
上
さ
れ
ま
し
た
ブ

暮
し
老
人
白
人
が
、

守
『
一
日
招
待
会
』

教
育
費
で
は
、
昭
和

ω年
度
学
校
建
に
招
待
さ
れ
、
金
太
郎
温
泉
で
市
長
自

設
資
格
面
積
の
ア

ッ
プ
と
道
下
小
学
校
ら
の
接
待
を
う
け
、
関
係
職
員
の
も
て

の
新
増
築
が
認
承
に
な
り
、
こ
れ
に
必
な
し
で
日
ご
ろ
の
さ
み
し
さ
を
忘
れ
、

要
な
事
業
費
三
千
九
百
六
十
五
万
円
が
一
日
を
の
び
の
び
と
た
の
し
く
過
ご
き

計
上
さ
れ
、
公
民
館
活
動
と
し
て
、
高
れ
ま
し
た
。

福

祉

施

策

を

推

進

一
人
暮
し
老
人

金
太
郎
温
泉
へ
臼
人
招
待

公
布
さ
れ
た
条
例
・
規
則

8
月
幻
日

1
9
月
幻
自

O
魚
津
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

、

¥

説

。
魚
津
市
老
人
医
療
費
の
助
成
低
蘭

f
eA

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

O
魚
津
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
に
関
す
る
条
例

O
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

O
魚
津
市
印
鑑
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

O
魚
津
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

助
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

三と
o 

刀ミ

-2-

8
月
別
日

1
9月
幻
日

O
予
算
の
公
表
に
つ
い
て

日
招
待
会

4
司
一
日
招
待
会
と
市
長
の
接
待
を
受
け
る

一
人
暮
し
の
老
人
達
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印
鑑
条
例
の

|

手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た

|

部
を
改
正

滞開明拶~守

9
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
魚
津
市
印
鑑
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
「
委
任
状
」

を
委
任
の
旨
を
記
す
る
書
面
と
し
て
、
「
代
理
人
選
任
届
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
書
面
に
は
、
印
円
の
収
入
印
紙
を
は
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
代
理
人
選

任
届
に
は
依
頼
す
る
本
人
が
必
ず
自
書
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
用
紙
は
、
市
民
課
又
は
連
絡
所
窓
口
に
あ
り
ま
す
か
ら
ご
利
用
下
さ
い
。

信畦 J~ 市r孝八
男ネ漆 雪
相円ル器作
当仁氏
の品 目首術三民

こ
の
た
び
大
久
保
与
作
氏
が
精
魂
を

か
た
む
け
て
製
作
さ
れ
た
乾
漆
式
漆
器

芸
術
パ
ネ
ル
題
名
「
夜
明
け
」
が
市
に

寄
贈
さ
れ
第
一
会
議
室
に
飾
ら
れ
ま
し

た
。

こ
れ
は
、
立
山
連
峰
の
夜
明
け
が

固
か
れ
た
も
の
で

m
m
×
位
仰
の
額

装
さ
れ
た
大
き
く

立
派
な
も
の
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
、

9
月
4
日

清
河
市
長
か
ら
感

謝
の
意
を
こ
め
て

記
念
品
と
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

iv 
ネ.、
ノたれ

有
守与寄企

圃圃画面

「
イ
l

日
中
小
企
業
庁
L

開
催
ご
案
内

近
年
に
お
け
る
物
価
の
高
騰
と
強
力

な
総
需
要
抑
制
策
の
展
開
等
厳
し
い
経

済
情
勢
の
な
か
で
、
中
小
企
業
対
策
に

つ
い
て
は
調
和
あ
る
発
展
を
目
指
し
、

新
た
な
課
題
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
の
な
か
で
、

中
小
企
業
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
中
小

企
業
施
策
の
普
及
と
、
今
後
の
政
策
の

推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

こ
の
た
び
、
富
山
市
に
お
い
て
「

一
日

中
小
企
業
庁
」
が
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
多
数
参
加
さ
れ
る
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
中
小

企
業
課
、
ま
た
は
市
商
工
水
産
課
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

L

開
催
日
時
叩
月
3
日
午
前
日
時

総
会
会
場
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

部
会

(
日
時
1
日
時
加
分
)

2. 3. 

ー
叩
月
3
日
l

(1) 

計
画
部
会

富
山
農
協
会
館

5
階
ホ

l
ル

明
治
生
命
ビ
ル

7
階
ホ

l
ル

小
規
模
事
業
部
会

富
山
商
工

会
議
所
ビ
ル
叩
階
ホ
l
ル

4
小
規
模
企
業
相
談
室
(
日
時
i
げ

(2) 

指
導
部
会

(3) 新たな課題に向って

10周3日〈木〉

10:00 -12:20‘. 金...民会館大ホール
13・30-15:25‘尉‘圏全惨.協金.ホー 111

13・30-15:お‘.，.金砂暢治生命ホー JIt
13:30 -15:25‘'鳩慌燦酒食..m嶋工会断ピ1I，;t;.ール

今回の調査では、 8月に標準価格が設定された

LPカヌと食用油にやや値上がりが認められまし
たが、その他主要食料品はいづれも指導(標準)価

格内で、安定しております。

時
)
富
山
商
工
会
議
所
ビ
ル

9
階

「註」

当
日
は
、
駐
車
場

が
混
雑
す
る
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
公
共

的
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。一日中小倉蹟"

主催ー中小企業庁 一富山県

V下の表中O印は毎月 15日調査の 6庖の平均価格です

ロI:::Jロ 目 メーカー ロI:::Jロ 名 :g: 量 7月平均 8月平均 9月平均 最9低月に~お最け高る

相P 糖 日 新 カ ‘ソ 7" 1 kg 200円 235円 .234円 230-237円

食 用 2由 味 σ') 素 ヲミ ふミ ら t由 450 g 146 151 160 148-185 

" " →ナ フ ダ油 1，650 g 672 657 675 670-680 

麦 粉 日 清 フ フ ワ- 1 kg 130 129 126 120-128 

即席 メ ン 同月 星 明 星 18 番 100 g 44 43 45 45-

み そ 日本海みそ 雪ちゃんのこうじみそ 1 kg 235 236 236 230-240 
ノ〈 タ 雪 印乳業 ヰヒ 海i i草 225 g 227 223 219 215-220 

マーガリン " 雪 印ソフト 225 g 169 170 171 168-175 

食 首宇 、、、 、ソ カ ン 、、、 、ソ カ ン 500m.e 105 104 106 100-115 

L P ガス 10kg 1，225 1，277 1，467 1，400-1，500 

士丁 t由 18.e庖頭 600 600 609 600-620 

" 200.e酋白童 6，771 6，771 6，737 6，200-7，000 

-3-

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 



広報うおづ

第3種郵便物認可

49.10. 1 -，ヨ~

来庁長
川js
荘?
Lー〆
タ

が
完
成

-
m月
1
日
オ
ー
プ
ン
|

新
川
荘
は
、
新
川
広
域
圏
事
務
組
合

が
、
新
川
広
域
圏
構
成
市
町
と
地
元
の

協
力
を
得
て
風
光
明
眉
な
温
泉
郷
宇
奈

月
町
桃
原
に
つ
く
ら
れ
た
老
人
保
養
セ

ン
タ
ー
で
す
。

こ
れ
は
、
老
人
の
方
が
た
が
日
頃
の

仕
事
や
雑
念
を
は
な
れ
て
、
余
暇
を
た

の
し
い
ふ
ん
い
気
の
中
で
過
し
、
明
日

へ
の
新
し
い

意
慾
を
養
う
た
め
の
集
会

や
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
施
設
で
、
皆
様
方
の
お
気
軽

な
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
場
所

下
新
川
郡
宇
奈
月
町
桃
原

六
三
八
番
地

(
宇
奈
月
福
祉
セ
ン
タ
ー
隣
り
)

マ
建
物

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、

砂
写
真
は
老
人
保
養
セ
ン
タ
ー
「
新
川
荘
」

地
下

一
階
、
地
上
四
階
建
て

マ
総
工
費

一
七
六
、
六
九

O
、
0
0
0
円

マ
施
設
の
概
要

客
室
二
ハ
室
、
大
広

間
舞
台
付
五

O
畳
、
大
浴
場

二
、
食
堂
、
休
憩
室
等

マ
宿
泊
収
容
人
員

八

O
名

マ
休
憩
収
容
人
員

二
ハ

O
名

マ
利
用
申
込
先

宇
奈
月
町
役
場
住
民
福
祉
課

(
電
話
0
7
6
5
6
l
ω
1
0
2
1
1
)

マ
宿
泊
料

老
人
八

O
O
円
朝
食
三

O

O
円
夕
食
六

O
O円
外
に
奉

仕
料
嘘
料
な
ど

な
お
、
休
憩
利
用
料
金
な
ど
く
わ
し
く

は
、
利
用
申
込
み
先
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

し尿くみ取り手数料改正

のお知らせ

『
中
高
年
令
者

雇
用
促
進
月
間
』

叩
月

1
日

i
m月
別
日

最
近
よ
く
入
手
不
足
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
職
業
安
定
所
の
窓
口
か
ら
み
る
と

不
足
の
著
し
い
の
は
若
年
層
で
、
中
高

年
令
者
の
場
合
は
、
む
し
ろ
就
職
難
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
園
、
県
で
は
、
叩
月

1
日
か
ら

叩
月
紅
白
ま
で
を

「
中
高
年
令
者
雇
用

促
進
月
間
」
と
定
め
て
、
中
高
年
令
者

の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
運
動
を
強

力
に
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

長
い
社
会
生
活
を
体
験
し
た
中
高
年

令
者
に
は
、

ω
若
い
人
の
見
落
し
が
ち
な
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
注
意
が
ゆ
き
と
ど
く
。

し尿くみ取り手数料が今年10月1日より次の
とおり改正になりました。

(定額制)
O人頭制・・・・・・60円が70円に
。基本料金(1回くみ取りにつき)100円が
130円になりました。

(従量制)
~18 ~ につき "' 28円が39円に
。基本料金(1回くみ取りにつき )130円が
新規に加算されることになりました。

し尿くみ取り手数料の集金委託人が伺った時

は、納付書の内容を確認きれて納付願います。
なお納付書を直送する地区の方は、もよりの
農協、又は市内金融機関等に納付願います。

『凶器追放運動』の実施

hv
好
評
の
高
令
者
軽
作
業

ω
経
験
に
基
づ
く
判
断
力
が
あ
り
、

情
緒
が
安
定
し
て
い

る
。

ω
き
め
ら
れ
た
仕
事
を
良
心
的
に
行

な
い
、
行
動
が
慎
重
で
あ
る
。

ω
上
司
や
同
僚
と
の
人
間
関
係
が
円

滑
で
あ
る
と
い
っ
た
長
所
が
あ
る
。

な
ど
こ
の
機
会
に
中
高
年
令
者
の
能
力

を
見
直
し
て
、
雇
用
の
促
進
に
努
力
し

最
近
全
国
的
に
刃
物
を
使
用
し
た
ハ

イ
ジ

ャ
ッ

ク
、
女
高
生
人
質
、
身
代
金

要
求
事
件
、
猟
銃
等
に
よ
る
警
察
官
殺

害
、
火
薬
類
を
使
用
し
た
各
種
爆
破
事

件
、
凶
器
等
を
使
用
し
た
少
年
集
団
抗

争
事
件
が
あ
い
つ
い
で
発
生
し
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
本
県
で
も
こ
れ
ら
凶
器
使

用
犯
罪
の
未
然
防
止
を
図
り
、
安
全
な

県
民
生
活
を
持
続
す
る
た
め
「
凶
器
追

放
運
動
」
を
推
し
進
め
、
凶
器
と
し
て

使
用
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
の
保

管
管
理
の
適
正
並
び
に
、
み
だ
り
に
持

ち
歩
か
な
い
と
い
う
凶
器
追
放
の
徹
底

海
岸
や
河
川
を
き
れ
い
に

環
境
は
皆
な
の
も
の
海
岸
や
河
川
に
ゴ

ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
皆
な
で
譲
り
ま
し

ト品、勺
J

。

。
ゴ
ミ
収
集
場
所
は
き
れ
い
に
し
ま
し

ト品、『ノ。

。
定
め
た
日
以
外
は
ゴ
ミ
を
出
き
な
い

で
く
だ
さ
い
。

。
不
燃
物
埋
立
地
は
、
不
燃
物
と
可
燃

物
の
ま
じ
っ
た
物
は
受
け
取
り
ま
せ
ん
。

可
燃
物
は
必
ず
焼
却
場
へ
持
っ
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

た
い
も
の
で
す
。

中
高
年
令
者
の
雇
用
に
関
し
て
は
、

就
職
の
促
進
、
雇
入
れ
の
援
助
な
ど
に

い
ろ
い
ろ
な
援
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
職
業
安
定
所
に
問
合
せ
の
う
え
、

せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-4-

を
期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
魚
津
警
察
署
に
於
い
て
も
凶

器
使
用
犯
罪
未
然
防
止
対
策
本
部
を
設

置
し
、
次
の
よ
う
に
市
民
の
協
力
を
求

め
て
お
り
ま
す
。

L
堅
固
な
保
管
設
備
に
施
錠
し
て
の
銃

砲
の
保
管

Z
銃
砲
の
不
正
持
ち
出
し
不
正
使
用
の

防
止
徹
底

ー
猟
銃
用
、
火
薬
類
の
適
正
な
取
扱
い

保
管
と
採
猟
期
終
了
後
に
お
け
る
残
火

薬
の
適
正
な
措
置

4
盗
難
紛
失
な
ど
事
故
発
生
時
の
即
時

届
出
の
励
行
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し尿浄化槽の設置と正しい取扱い方(その 1) 

お宅の浄化槽から悪臭がでていませんか?

し
尿
浄
化
槽
の
設
置
届
、
維
持
管
理

等
に
つ
い
て
は
、
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
(
以
下
「
廃
棄

物
処
理
法
」
と
い
う
。
)
で
規
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

し
尿
浄
化
槽
の
正
し
い
使
い
方
を
知
ら

な
い
と
種
々
の
生
活
環
境
破
壊
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

し
尿
浄
化
槽
が
良
好
な
状
態
に
保
た
れ

る
よ
う
基
本
的
事
項
を
次
に
掲
げ
ま
し

た
の
で
、
ぜ
ひ
守
っ
て
頂
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

1
設
置
場
所
及
び
放
流
先
の
条
件

ωし
尿
浄
化
槽
の
設
置
す
る
場
所
は

排
水
路
、
都
市
下
水
路
、
河
川
等
の
排

水
箇
所
を
有
し
、
生
活
環
境
の
保
全
上

支
障
の
な
い
場
所
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。ω建

築
物
の
床
下
、
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
所
は
原
則
的
に
設
置
し
て
は
な

ら
な
い
。
ω放
流
先
が
農
業
排
水
路
、
そ
の
他

こ
れ
に
類
す
る
場
所
と
な
る
場
合
は
、

所
有
者
、
又
は
、
管
理
者
と
事
前
に
協

議
さ
れ
、
承
諾
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

2
設
置
届

川
建
築
基
準
法
の
確
認
申
請
に
よ
る

届
出
(
家
の
新
築
と
同
時
に
浄
化
槽
を

設
置
し
た
場
合
)

ω廃
棄
物
処
理
法
に
よ
る
届
出
(
便

所
の
み
の
改
造
に
よ
り
浄
化
槽
を
設
置

し
た
場
合
)
は
保
健
所
へ

3
維
持
管
理

し
尿
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、

「
廃
棄

物
処
理
法
」
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

管
理
を
怠
る
と
放
流
水
質
が
悪
く
な
っ

た
り
、
悪
臭
が
生
じ
た
り
し
て
他
人
に

迷
惑
を
お
よ
ぽ
し
、
使
用
停
止
な
ど
の

処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

使
用
者
、
設
置
者
は
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
浄
化

槽
の
保
守
点
検
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

一
般
に
し
尿
浄
化
槽
の
構
造
、
管
理
に

つ
い
て
は
黒
門
的
な
知
識
を
必
要
と
し

ま
す
の
で
「
浄
化
槽
管
理
業
者
」
と
維

持
管
理
の
委
託
契
約
を
結
ぶ
よ
う
に
よ

び
か
け
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
し
尿
浄
化
槽
の
設
置
者
、
管
理

者
及
び
、
受
託
管
理
者
は
、
維
持
管
理

に
あ
た
っ
て
行
な
っ
た
点
検
及
び
検
査

の
記
録
を
3
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

4
清
掃
及
び
清
掃
報
告

清
掃
は
腐
敗
槽
に
蓄
積
し
た
汚
泥
を

取
り
き
り
、
浄
化
槽
の
機
能
を
正
常
に

す
る
た
め
に
行
な
う
も
の
で
す
。

こ
の
清
掃
を
行
な
う
と
き
は
、
市
長
が

許
可
し
て
い
る
浄
化
槽
清
掃
業
者
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
し
尿
浄
化
槽
の
清
掃
を
行
な
っ

た
場
合
は
富
山
県
規
則
に
よ
り
、
清
掃

報
告
書
を
所
轄
保
健
所
長
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

5
罰

則

「
廃
棄
物
処
理
法
」
に
規
定
さ
れ
た

事
項

(無
届
で
設
置
し
た
場
合
、
維
持

管
理
が
適
正
で
な
い
場
合
、
維
持
管
理

し
て
い
な
い
場
合
な
ど
)
に
違
反
し
た

... 

一 5-

北
方
地
域
元
居
住
者
の
実
態
調
査
実
施

ー

調
査
票
の
届
い
て
い
な
い
方
は
申
し
出
を

|

こ
の
た
び
、
北
海
道
が
実
施
主
体
と
調
査
の
内
容

な
っ
て
北
方
地
域
元
居
住
者
の
実
態
調
元
居
住
者
の
世
帯
構
成
の
変
化
、

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

職
業
及
び
住
所
の
変
動
、
在
島
財
産
、

こ
の
調
査
は
、
北
方
地
域
(
歯
舞
群
現
在
の
生
活
状
況
並
び
に
帰
島
に
対

島
、
色
丹
島
国
後
島
、
択
捉
島
)
か
ら
す
る
意
識
等

引
き
揚
げ
ら
れ
た
方
々
の
実
態
を
調
査

企

調
査
票
の
提
出
期
日

し

、

元

居

住

者

全

員

の

現

状

を

は

握

昭

和

的

年

叩

月

訂

日

し
て
、
援
護
対
策
を

一
層
推
進
し
よ
う
調
査
票
は
北
海
道
か
ら
直
接
送
ら
れ

と
す
る
も
の
で
す
。

ま
す
。
ま
だ
調
査
票
が
届
い
て
い
な
い

企

調

査

の

対

象

元

居

住

者

の

方

、

又

は

そ

の

よ

う

な

人

昭
和
初
年
8
月
日
日
に
お
い
て
、
を
お
知
り
の
方
は
、
ご
面
倒
で
す
が
、

歯
舞
郡
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、
直
接
富
山
県
水
産
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

択
捉
島
に
生
活
の
本
拠
を
有
し
て
い
ま
た
こ
の
調
査
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

た
者
が
、
そ
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
せ
は
左
記
へ
願
い
ま
す
。

る
世
帯
(
た
だ
し
、
季
節
労
務
者
と

干
九
=一口

富
山
市
新
総
曲
輪
一
の
七

し

て

一

時

的

に

在

島

し

た

者

を

除

し

)

富

山
県

庁

水

産

課

電
話
富
山
(
0
7
6
4
)
訂
|

4
1
1
1

場
合
に
は
、
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

受
け
ま
せ
ん
か

1
内
職
刺
し
ゅ
う
教
室

。
期
間
叩
月

U
日
か
ら
叩
月
お
日
ま
で

の
う
ち

5
日
間

0
時

間

午

前

日

時

1
午
後
3
時
初
分

O
会
場
魚
津
公
民
館
(
水
族
館
前
)

O
募
集
予
定
人
員
初
名

O
受

講

料

無

料

た

だ

し

材

料

費

本

人
負
担

O
申
込
み
先
月
・水
・
金
・
曜
日
に
市
役

所
内
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
へ
叩
月

7
日
ま
で
電
話
内
線
2
2
9

「
今
月
の
納
税
」
市
・
県
民
税
第
3
期
分

納
期
限
は
叩
月
引
日
で
す
。
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読
書
の
す
す
め
同

。
お
か
あ
さ
ん
の
た
め
の
本
。

ー
子
ど
も
の
本
を
選
ぶ
と
き
|

子
ど
も
に
よ
い
本
を
与
え
る
た
め
の

手
引
書
に
は
三
つ
の
型
が
あ
り
ま
す
。

第
一
は
、
子
ど
も
の
本
の
よ
し
あ
し

を
見
分
け
る
目
を
作
る
本
、
つ
ま
り
児

童
文
学
の
概
略
や
考
え
方
を
知
る
本
で

す
。第

二
は
、
子
ど
も
の
本
の
出
版
の
よ

う
す
を
知
る
た
め
の
本
、
こ
れ
は
児
童

図
書
目
録
と
か
、
よ
い
本
の
リ
ス
ト
な

ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

第
三
は
、
よ
い
本
が
わ
か
れ
ば
本
ず

き
な
子
ど
も
に
す
る
た
め
の
与
え
方
の

手
引
書
で
す
。
最
近
は
こ
の
分
野
の
出

版
が
多
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
家
庭
で

役
立
つ
お
か
あ
さ
ん
向
き
の
も
の
を
選

ん
で
み
ま
し
た
。

書

名

出

版

社

本

と

子

ど

も

国

土

杜

絵

本

と

子

ど

も

福

音

館

書

庖

3
歳
か
ら
6
歳
ま
で
の
絵
本
と
童
話

誠
文
堂
新
光
社

子

ど

も

の

図

書

館

岩

波

書

庖

テ
レ
ビ
の
見
か
た
と
読
書
の
導
ぴ
き
方

暁
教
育
図
書

新
日
本
出
版

子
ど
も
と
読
書

こ
ど
も
の
読
書
の
導
き
方
国
土
杜

親

子

読

書

入

門

あ

す

な

ろ

書
房

子
ど
も
に
読
ま
せ
た
い
本
・社
会
思
想
杜

l
P
T
A
文
庫
な
ど
に
ど
う
ぞ
|

最
近
、
お
か
あ
さ
ん
た
ち
が
家
庭
教

育
に
関
す
る
本
、
お
か
あ
さ
ん
自
身
が

向
上
し
て
ゆ
く
た
め
の
本
を
読
み
ま
わ

し
て
、
社
会
人
と
し
て
視
野
を
広
め
、

考
え
を
深
め
て
ゆ
こ
う
と
す
る
小
さ
な

グ
ル

ー
プ
が
ふ
え
て
き
ま
し
た
。

P
T
A
文
庫
の
整
備
や
、
お
か
あ
さ

ん
の
読
書
会
な
ど
で
も
、
利
用
し
役
立

て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。(

家
庭
の
教
育
)

家

庭

の

教

育

全
4
巻

岩

波

書

庖

父
性
と
母
性
に
つ
い
て
番
町
書
房

し
つ
け
の
知
恵

青
い
鳥
杜

こ
ん
な
と
き
お
母
さ
ん
は
ど
う
し
た
ら

よ

い

か

暮

し

の

手

帖

社

六
オ
ま
で
に
こ
れ
だ
け
はあ
す
な
ろ
書
房

お

や

じ

対

こ

ど

も

岩

抜

書
庖

私
の
受
け
た
家
庭
教
育
婦
人
の
友
社

中

学

生

岩

波

書

庖

反
抗
期
と
い
わ
れ
る
中
学
生
の
心
理

紙
芝
居
を
ど
う
ぞ

こ
ど
も
と
一
緒
に
声
を
出
し
て
紙
芝

居
を
よ
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

市
立
図
書
館
の
こ
ど
も
の
へ
や
で
は
、

紙
芝
居
を
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
や
、
こ
ど
も
会
な
ど
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
紙
芝
居
の
舞
台
も
貸
し

出
し
い
た
し
ま
す
。

休
館
日
の
お
し
ら
せ

市
立
図
書
館
で
は
、
本
の
整
理
の
た

め
、
左
記
の

刊
日
間
貸
し
出
し
を
休
み

ま
す
。
返
却
は
本
の
ポ
ス
ト
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
月
3
日

(木
)
か
ら
叩
月
ロ
日

(
土
)
ま
で
。

魚
津
市
立
図
書
館
E

n
l
0
4
6
2

!!あなたも出田を!!

第14回市美術展
作品募集

一会期11 月 1 日 ~3 日一

芸
術
の
秋
を
か
ざ
と
第
凶
回
魚
津
市

美
術
展
覧
会
が
つ
ぎ
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
市
美
術
振
興
向
上
の
た
め
に
ど

し
ど
し
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
期
日

l
u
月
1
日
1
日
月
3
日
ま
で

マ
会
場

l
魚
津
市
民
会
館
(
一
般

・
中

学
生
)
魚
津
市
立
図
書
館
(
小
学
生
)

マ
出
品
資
格

1
市
内
在
住
者
、
勤
務
者

な
ら
び
に
出
身
者

マ
部
門

1
一
般
の
部
第

一
部
絵
画

(
日

本
画
、
洋
画
、
版
画
)

第
二
部
書

第
三
部
彫
刻
、
工
芸

第
四
部
写
真

第
五
部
華
道

教
育
の
部

1
図
画
、
書
、
工
作
(
小

中
学
生
)

マ
規
格

1ω
日
本
画
、
洋
画
は
額
を
含

め
て
縦
備
と
も
に

2
メ
ー
ト
ル
以
内

ω書
は
頒
ま
た
は
枠
張
り
で
縦
横
と

も
に

一
メ
ー
ト
ル
以
内

ω写
真
は
四
ツ
切
以
上
、
カ
ラ
ー
は

プ
リ
ン
ト
六
ツ
切
り
以
上

出
品
作
品
は
未
発
表
の
も
の
と
し
、

出
品
点
数
は

一
人
2
点
以
内
と
す
る

マ
出
品
申
込
み

l
所
定
の
申
込
書
で
叩

月
お
日
(
金
)
正
午
ま
で
市
教
育
委

員
会
へ
申
込
む
こ
と

賞

1
市
展
大
賞
、
市
展
賞
、
奨
励
賞
の

他
参
加
賞

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
(
電
話
内
線
2
2
5
番
)

リ
マ
料
金
3
オ
以
上

6
オ
未
満
一
回
七

日

0
円、

6
才
以
上
回
才
未
満
一
回
一

挙

一
O
円
、
日
オ
以
上
一
回
一
八

O
円

山
マ
日
程

れ

校

下

接

種

目

山

一

回

目

二

回

目

与

片

県

日

月

ぬ

日

日

月

5
日

挙

a

4

与
西
布
施

叩
月
却
日
日
月

5
日

叫

松

倉

叩

月

初

日

日

月

6
白

川

白

倉

山

月

初

日

日

月

6
白

川

坪

野

山

月

初

日

日

月

6
白

川

上

中

島

日

月

7
日

日

月

M
日

半

村

木

日

月

8
日

日

月

日

日

日

上

野

方

日

月

8
日

日

月

日

日

日
マ
場
所
は
各
小
学
校
、
接
種
時
間

l

N

各
日
共
午
後
1
時
1

2
時

日
生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用
(
投
与
)

与
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用
(
投

日
与
)
を
次
の
日
程
で
行
な
い
ま
す
。

リ
マ
該
当
者

1
初
回
の
人

l
昭
和
的
年

内

2
月

I
H
-
-
ω
年
6
月
初
日
ま
で
の

日
出
生
者

与

マ
二
回
目
の
人

1
昭
和
必
年
7
月
1

M

日
1
ω
年
1
月
初
日
ま
で
の
出
生
者

山
マ
当
日
母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に
持
参

引
く
だ
さ
い
。
ま
た
お
出
か
け
の
前
に

れ
お
子
さ
ん
の
体
温
を
計
っ
て
き
て
く

与

だ
さ
い
。

半
日
間
間
H
川
問
凶
川
間
凶
ハ
同
州

Hγ

一
ω月
刊
ω
日
一本
江
、住
吉
、片
貝
、
上
中
山
帥
一
姉
鍛

日
間
刷
出
問
凶
門
川
川

1
1閉

与

一

ω月
初
日
一
大
町
、
松
念
、士
口山勘
h

含
天
神

)

一
同
右

目
閉
山
凶
閣
川
市
川
閣
川
U
閣

H
V

一
日
月

6
日

一

総

ぎ

ら

い

一

同

右

与

「

l
I
l
l
i
-
-
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1ト
l
l

N

マ
受
付
時
間
各
日
共
午
後
1
時
1
2
時

-6-
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市
教
委
で
は
、
叩
月
刊
日
の
体
育
の

日
、
体
力
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
舛

方
城
祉
周
辺
で
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ

大
会
を
ひ
ら
き
ま
す
。

オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
は
、
地
図
と
磁

石
を
使
っ
て
、
山
野
の
な
か
に
設
定
し
て

あ
る
い
く
つ
か
の
地
点
を
で
き
る
だ
け

短
い
時
間
に
探
し
あ
て
、
ゴ
ー
ル
す
る

競
技
で
す
。
地
図
の
読
み
か
た
、
磁
石

の
使
い
か
た
を
知
れ
ば
、
歩
け
る
人
な

ら
誰
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

マ
日
時

l
m
月
刊
日
午
前
9
時
か
ら

マ
場
所

l
舛
方
城
周
辺

マ
形
式

1
個
人
O
L
、
徒
歩
O
L
(
3

1
5
人
の
パ
ー
テ
ィ
)

マ
参
加
費

l
個
人
百
円
、
徒
歩
ご
パ

ー
テ
ィ
)
百
円

マ
集
合
場
所

1
松
倉
公
民
館
(
小
学
校

横
)

区分 クラス パ一子 4の織成

男子組
中て'さtFR生成以す上る5パ0ー歳テまでィの男 f

従

1長
家女i民子合自民組組組

小む学パー生テまたィM"は 5段以上女9を3-1含f 正

例人 女事】 二ff--成人材に限る
11 

(パーティの情成人歓は 3-5人)

クラス別区分

マ
受
付
時
間

1
午
前
9
時

1
m時

マ
申
込
方
法

l
そ
れ
ぞ
れ
三
人
以
上
五

人
程
度
の
パ
ー
テ
ィ
を
組
み
、
パ
ー

テ
ィ
単
位
で
申
込
書

(
は
が
き
で
も

可
)
に
責
任
者
の
住
所
、
氏
名
、
連

絡
電
話
番
号
、
参
加
全
員
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
書

い
て
魚
津

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
叩
月

8
日
(
火
)ま
で
，お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

中
学
生
だ
け
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

必
ず
成
人
者
と
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

室
内
テ
ニ
ス
教
室

自
白
か
ら
西
部
中
体
育
館
で

市
教
委
で
は
、
次
の
よ
う
に
室
内
テ

ニ
ス
教
室
を
ひ
ら
き
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
、
日
月
お
日
(金
)ま
で
、
市
教
委
、

社
会
教
育
課
へ
住
所
、
氏
名
、
年
齢
と

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
百
円
を
添
え
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

ご

寄

付

(敬
称
略
)

マ
二
万
円

1
金
浦
町
慶
伊
孝
彦
マ
五
万

円
l
上
村
木
石
川
雅
朗
マ
二
万
円

1
新

角
川
一
丁
目
島
崎
万
四
郎
マ
二
万
円

l

新
宿
小
柳
粥
マ

二
万
円

1
本
新
加
藤
孝

司
マ
二
万
円

1
東
山
米
山
宗
雄
マ
一
万

円

l
上
村
木
柳
原
哲
夫
マ
二
万
円

l
港

町
河
浦
光
雄
マ
五
万
円

1
黒
沢
山
沢
光

剖
長
寿
お
め
で
と
う
崎

ー
今
年
何
歳
を
迎
え
た
方
々
|

広

田

ふ

さ

文

化

町

5
の
3

牧

サ

ツ

文

化

町

9
の
7

川
原
田
れ
い
文
化
町
9
の

n

島
崎

っ

た

新

角

川

一
丁
目
2
の
6

細
川
美
代
本
町
二
丁
目
日
の
9

漁

み

つ

諏

訪

町

凶

の

8

広
瀬
タ
キ
経
団
西
町
刊
の
釘

朝

野

と

き

経

団

西

町

3
の

n

男
マ
二
万

一
千
三
百
三
十
九
円

1
ニュ

ー
ハ
ワ
イ
マ
五
千
円

1
一
味
会
代
表
本

田
広
作
マ
五
百
円

1
大
海
寺
野
高
吹
浩

司
マ
一
千
五
百
円

1
釈
迦
堂
大
島
環

・

鈴
木
智
子
マ
一
千
円

l
弥
源
寺
維
名
慈

子
マ

一
万
円

1
本
町
二
丁
目
有
沢
武
雄

マ
二
千
円

l
匿
名
マ
一
万

一
千
八
百
八

十
円

l
青
木
節
三
マ
三
千
五
百
五
十
円

l
匿
名
マ
五
千
円

1
上
村
木
青
年
団
代

表
綬
坂
光
彩
マ
二
千
円

l
本
江
大
西
富

士
男
マ
四
万
円

l
魚
津
青
年
会
議
所
マ

四
千
円

l
新
角
川
二
丁
目
友
田
道
治
マ

一
万
二
千
九
十
七
円

l
東
本
願
寺
総
会

所
教
導
西
尾
星
明
マ
乾
椎
茸
一
箱

1
匿

名
マ
お
手
玉
百
七
十
個

1
高
校
前
住
宅

婦
人
会
代
表
玉
野
千
恵
子
マ
月
刊
誌
八

冊

1
友
栄
町
小
川
与
吉
マ
中
古
衣
類
二

十
八
点

1
匿
名
マ
小
さ
な
親
切
運
動
旗

レ
コ
ー
ド
盤
外

l
上
村
木
中
村
昭
雄
マ

ヤ
ク
ル
ト
五
百
本

1
富
山
ヤ
ク
ル
ト
販

売
側
魚
津
営
業
所
親
交
会
一
同
魚
津
善

意
銀
行

9
月
日
日
清
河
市
長
か
ら

お
祝
い
の
座
ぶ
と
ん
を
贈

‘
ら
れ
る
広
田
ふ
さ
さ
ん

日

一
般
住
民
検
診

M

V
(
午
前
の
部
)

リ
マ
受
付
時
間
各
自
共
午
前

9
時
ぬ
分

M

l

日
時
ぬ
分

リ
マ
叩
月
幻
日
(
月

)
1本
田
勇
二
宅
(

与

六
郎
丸

3
区
、
袋
)

日
マ
叩
月
辺
日
(
火

)
1市
役
所

日
マ
日
月
幻
日
(
水

)
1住
吉
小
学
校

日
マ
叩
月

M
日
(
木

)
1石
川
嘉
代
治
宅

日
(
石
垣
)

Hγ

マ
叩
月
お
日
(
金

)
l山
下
は
る
宅
(

日

大

海
寺
1
、
2
区
)

M

V
(
午
後
の
部
)

リ
マ
受
付
時
間
各
日
共
午
後
1
時
1

3
時

日
マ
叩
月
幻
日
(
月

)
1本
江
公
民
館

￥

マ
叩
月
勾
日
(
火

)
1村
木
小
学
校

日
マ
叩
月
お
日
(
水

)
l天
神
公
民
館

山
マ
叩
月

M
日
(
木

)1
蛇
田
公
民
館

山
マ
叩
月
お
日
(金

)1
午
後
ロ
時
ぬ
分

N

1

2
時

l
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
、
午

与

後

2
時
初
分
1

3
時

l
松
倉
農
協
前

半日
胃
検
診

引
受
診
希
望
者
は
叩
月
日
固
ま
で
生
活

円
環
境
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

H
V

マ
叩
月

M
日
(
月

)
1吉
島
小
学
校

日
マ
日
月
7
日
(
木

)
1上
中
島
小
学
校

日
マ
日
月
日
日
(月

)
l魚
津
保
健
所

内

マ
受
付
時
間
午
前

9
時
i

m
時
料
金

与

二
百
円

H
♀
 凶干

⑧
胃
検
診
を
受
け
ら
れ
る
方
は
当
日

日
朝
食
お
茶
煙
草
な
ど
召
上
ら
な
い
で

い
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
婦
人
検
診

日
受
診
希
望
者
は
叩
月
日
日
ま
で
生
活

与

- 7 ー
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水
道
料
金
の
集
金

委
託
人
の
変
更
案
内

水
道
料
金
が
集
金
委
託
人
が
、
9
月

か
ら
次
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

O
晴
海
ヶ
丘
、
六
郎
丸
、
相
ノ
木
、
吉
島
、

高
校
前
、
上
村
木
地
区
H
H
慶
伊
幸
枝

O
横
枕
H
H
広
瀬
み
ど
り

無
料
人
権
相
談
所
開
設

富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局
と
魚
津

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
日
月
の

「
法
の
日
週
間
」
の
行
事
と
し
て
、
日
月

9
日
午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
魚

津
市
立
図
書
館
で
無
料
人
権
相
談
所
を

聞
き
ま
す
か
ら
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
住
民
実
態
調
査

に
ご
協
力
を
。

市
で
は
、
叩
月
1
日
現
在
で
住
民
の

実
態
調
査
を
行
な
い
ま
す
。

こ
れ
は
住
民
基
本
台
帳
法
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
住
民
の
福
祉
と
利
便

を
計
る
た
め
、
住
民
登
録
が
適
正
に
行

な
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す。
調
査
員
が
お
伺
い
し
た
際
は
、
皆
き

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

巡
回
交
通
事
故
相
談

10 10 "、カf
月月。開つ
16 2 設ぎ
日日 きに
(柑刷 れよ
魚まり
"津す巡
県か回
時民 ら交
問相 ご通
は談 利事
各室 用故
午 く相
前 だ談
10 さ所

日
月
6
日
附

日
月
初
日
側

ロ
月
4
日
附

ロ
月
日
日
附

" 
時
か
ら
午
後
3
時

ま
で

" " " 

共
同
募
金
運
動
は
じ
ま
る

共
同
募
金
に
つ
い
て
は
、
例
年
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
に
よ
っ
て
、
成
果
を
あ

げ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
も
叩
月
1
日

か
ら
募
金
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
国

民
善
意
の
た
す
け
あ
い
運
動
の
趣
旨
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
目
標
達
成

の
た
め
、
格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。な
お
、
本
年
度
の
一
世
帯
当
り
の
目

標
額
は
百
五
十
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
内

叩
月
の
街
頭
献
血

富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は

日
月
四
日
(
土
)
午
前
日
時
か
ら
午
後
3

時
初
分
ま
で
電
鉄
魚
津
駅
前
で
街
頭
献

血
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
相
談
の
日

国
民
年
金
に
関
す
る
相
談
日
を
つ
ぎ

の
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

国
民
年
金
に
関
す
る
相
談
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
時
叩
月
弘
日
附
午
前
9
時
i
午
後
4

時

場
所
魚
津
市
役
所
・
魚
津
連
絡
所
・

経
団
連
絡
所

毎
日
新
聞
社
は
東
京
地
区
、
京
阪
神
、

中
京
地
区
及
び
九
州
、
山
口
の
各
県
の

大
学
、
短
大
各
種
学
校
お
よ
び
高
校
に

五
十
年
入
学
を
志
望
す
る
学
生
(
予
備

校
生
も
可
)
に
入
学
金
、
授
業
料
を
貸

一

'

…

ひ

と

り

暮

ら

し

老

人

等

の

電

話

与
す
る
新
聞
奨
学
生
制
度
を
設
け
五
十
一
は
早
く
つ
き
ま
す
。

年
度
生
を
受
付
中
で
す
。

一

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
や
、
身
体
障
害

こ
の
育
英
制
度
は
学
資
、
食
費
、
住

…
者
お
よ
び
母
子
家
庭
に
取
り
付
け
る
電

居
な
ど
一
切
を
育
英
会
が
お
世
話
す
る
…
話
は
、
優
先
的
に
す
ぐ
お
取
り
付
け
で

…

う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

制
度
で
あ
り
、
父
兄
の
負
担
な
く
、

一一

な
お
、
市
ま
た
は
社
会
福
祉
法
人
名

力
で
大
学
が
卒
業
で
き
卒
業
後
貸
与
金

一
ー
一
義
で
、
取
り
付
け
る
場
合
は
債
券
が
免

を
返
済
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
が
特
徴
…
除
さ
れ
ま
す
。
こ
の
取
扱
い
を
受
け
る

で
す
。

…

に

は
、
手
続
き
が
い
り
ま
す
か
ら
、
く

詳
細
は
左
記
に
「
は
が
き
」
に
て
申
一
わ
し
い
こ
と
は
局
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

込
め
ば
説
明
書
を
送
っ
て
く
れ
ま
す
。
一

T
E
L
n
局
1
0
0
0
番
(
無
料
)

魚
津
電
報
電
話
局

『
魚
津
ぬ
り
も
の
展
』

の
ご
案
内

伝
統
あ
る
魚
津
漆
器
業
界
で
は
、
技

術
の
進
歩
と
品
種
改
良
な
ど
現
代
生
活

に
マ

ッ
チ
し
た
製
品
を
作
製
す
る
た
め
、

日
夜
研
究
を
重
ね
て
い
ま
す
が
、
こ
の

た
び
、
魚
津
漆
工
青
年
会
主
催
に
よ
る

『魚
津
ぬ
り
も
の
展
』
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
会
期
中
は
、
即
売

も
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
観
賞
と
、

ご
批
評
か
た
が
た
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

会
期
日
月
四
日
か
ら
日
月
幻
日
ま
で

の
3
日
間

中
村
画
廊
(
中
央
通
り
)

会
場毎
日
新
聞
奨
学
生

日
年
度
生
受
付
中

日
環
境
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

判
マ
叩
月

m
日
(
火

)
l吉
島
小
学
校

V
川
月

H
V

マ
受
付
時
間
午
後
1
時
1
2
時
料
金

M
干

6
日
(
日
)
に
大
菅
沼
方
面
へ
行
き
ま

与
一
五

O
円

す
。

コ
ー
ス
は
、
電
鉄
魚
津
駅
前
午
日

ー

や

成

人

病

相

談

目

前
9
時
発
の
東
蔵
行
き
パ
ス
で
、
島
引

尻
下
車

l
大
菅
沼

l
坪
野
と
歩
き
坪

H

ザ
マ

叩
月
9
日
(
水
)
日
月
お
日
(
水
)
各

与

野
か
ら
パ
ス
で
帰
り
ま
す
。
参
加
者

与

日
午
後
1
時
1
3
時
マ
場
所

1
市
庁

与

は
、
午
前
8
時
印
分
ま
で
電
鉄
魚
津

Hγ

舎
保
健
室
二

階
正
面
向
右
端
)
マ
検

駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。(
中
食
、
日
診
料

l
無
料
マ
心
電
図
、
血
圧
測
定
、

パ
ス
代
三
百
円
持
参
)

￥
健
康
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
受

H
V
 

V
H
月

半

診
希
望
者
は
一
週
間
前
に
生
活
環
境

H
V
 

m
日
(
日
)
天
神
山
方
面
へ
行
き
ま
す
。
￥
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
告
⑫
l

H
V
 

コ
ー
ス
は
市
役
所
前
を
午
前
9
時
出
￥
2
2
0
0
(内
線
2
5
7
番
)

発

l
民
俗
資
料
館
見
学
|
天
神
山

l

M日
休
日
診
療
医

ゴ
ル
フ
場
|
横
枕
と
歩
き
横
枕
か
ら
れ

パ
ス
で
帰
り
ま
す
。
参
加
者
は
午
前

H
V

マ
叩
月
6
日
(
日

)
l桝
崎
医
院
中
央

挙

8
時
回
分
ま
で
市
役
所
前
へ
お
集
ま

H
T

通
2
丁
目
宮
②

|
0
3
9
9

挙

り
く
だ
さ
い
。

H

ザ
マ

叩
月
刊
日
(
木
)扇
谷
医
院
友
道

申

し

込

先

日

告

@

1
1
3
5
5

干
別
大
阪
市
北
区
堂
島
上
二
丁
目
=一六

ゆ
マ
叩
月
日
日
(
日

)
l青
木
医
院
鴨
川

毎
日
新
聞
大
阪
本
社
内

l

町
宮
②

1
0
3
6
2

毎

日

育

英

会

事

務

局

判

マ

日

月

初

日

(

日

)
l浦
田
病
院
本
江

(0

6
)
3
4
4
1
1
2
1
1
判
官
②
|
5
0
5
3

日
マ
叩
月
幻
日
(
日

)
1浦
田
病
院
本
江

川
君
②
|
5
0
5
4

-8-

歩

こ

う

会

200.751mt 
7.9 km 

世帯数 12，103戸
人口(男) 23，113人

(女) 25，135人
計 48，248人

男女計

生 35人 39人 74入
亡 14人 12人 26人
入 59人 57人 116人

出 56人 64人 120人

市勢のうごき (8月末)

市の面積

海岸線

出

死

転

転

第
三
四
七
号

編
集
発
行
人

津:

市

魚

印
刷

魚
津
印
刷
株
式
会
社


